
　記録に残る日本最古の林業である吉野林業は、

室町時代後期（西暦1500年頃）に奈良県の川

上村で始まりました。それまでは、天然林から木を

伐り出すだけの営みであったものが、このとき初め

て、植えて育てるという営みに変化しました。ただし、

収穫までに長い年月と多くの資本や労働を要する

林業は決して簡単なものではありません。今日、皆

さんが目にする森林（人工林）は、山持ち（森林所

有者）や山守（森林管理者）、山行き（森林作業員）

といった林業に関わる多くの人々の世代を超えた

不断の努力によって育まれてきたものです。

　時代は移り、森林や林業を取り巻く経済的、社

会的環境が大きく変化する中で、林業の目指すべ

き方向や果たすべき役割は変化を求められていま

す。奈良県フォレスターアカデミーは、現代的な意

味での山守や山行きを育てるための学校です。こ

の日本林業発祥の地から「森林と人との恒久的な

共生」という新しい歴史の流れを広めていく人材

が輩出されることを心より願っています。
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　日本の森林行政は、権限は地方におりている

けれど、市町村の現場で必要な人材が不足して

おり、地域の特性に応じた森林環境管理ができ

ていないのではないか、また、現場で森の声を聞け

る人材を養成することが重要ではないか、そんな

思いをこれまで抱いておりました。

　このような中、奈良県はスイス連邦のリース林

業教育センターと友好提携を結び、森林環境管

理の考え方やフォレスターという人材について学

ぶ機会に恵まれました。奈良県フォレスターアカデ

ミーではそれらを参考に、森林環境管理に関する

専門的な知識を有し、地域の特性に応じた森林

環境管理を実践することができる技術を備えた人

材を養成します。奈良県フォレスターアカデミーで

学んだ方々の活躍により、森林と県民とが良好な

関係を築きながら共生し、森林が将来にわたって

県民の貴重な財産として引き継がれていくことを

願っております。
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　奈良県フォレスターアカデミーは将来を見据え

た、これまでにない独自の教育制度を有する先駆

的な取組です。

森林所有者や社会のために、より良い森林をつく

るには、活動的でやる気があって実行力のある

フォレスターが必要です。

　奈良県の森林は、はかりしれない豊かさの象徴

であり、持続的で再生産可能な素晴らしい地域

資源である木材を供給してくれます。

　そして、森林は私たちの未来でもあります。新し

いフォレスターを迎えることで、森林所有者と手を

たずさえ、自然の力を活用しながら、未来のため

に、より多くのことを行います。

多種多様で「近自然」な森林は気候変動や病虫

害に強く、安定しています。そこは、生物多様性や

レクリエーションにとっても重要な場所で、自然災

害からも私たちを守ってくれます。

　アカデミーの新しい教育は、誰も挑んだことの

ない方法にチャレンジすることをいとわない若者た

ちのためにあります。後世に残る森林を創り出す

ことで、フォレスターは持続可能な発展に貢献でき

るのです。そして、全ての卒業生には、素晴らしい

未来が開けることでしょう。

　最後になりましたが、奈良県の皆様のご活躍を

心よりお祈り申し上げます。

※「近自然」の森づくり

森林を多様な機能を有する生態系として取り扱い、自然の力を活

用することで人為による介入を必要最小限に留める管理手法
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　奈良県吉野で林業に従事して20年を超えまし

た。その間、猛烈な台風や大雪により先人たちが

大切に育ててきた木がへし折られ、また深層崩壊

により森林が丸ごと崩れ去ったこともありました。

自分が間伐した現場が崩れてしまった時は、どうし

てそうなったのか、何が間違っていたのかと何度も

自問自答しました。模索する中で出会ったのが、ス

イス林業の「恒続林」という持続可能な森林管理

の手法です。森林を長く安定した状態に保つこと

を第一として、そのために必要な施業を行う。これ

を実現させるのは人。このフォレスターアカデミー

は歴史ある吉野林業に学び、スイス林業が実現

する恒続林を実践する森の番人「フォレスター」を

育成する機関です。もちろんフォレスターとは役職

の名称にすぎません。

　しかし、その職につけるのはこのアカデミーを卒

業した者だけ。その誇りを胸に、これから数百年先

の森林をイメージできる現場技術者やフォレスタ

ーとして大いに活躍して欲しいと思います。
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始まりの地から、

新たな歴史を！

森林と人との

恒久的な共生

「私は道を見出そう。

　さもなくば道を作ろう。」

パイオニアになる覚悟はありますか？

"Aut inveniam viam aut faciam"

恒続林を実践する

森の番人「フォレスター」
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